













日本の扇は団扇 ・檜扇 ・現在,扇 子と称さ
れる紙扇と大きく三っに分類される。 このな
かで檜扇はその発生時か ら公家社会の正装の
































































































が可能 となるのである。 日本人の資質 として
上 げられる 「奥ゆか しさ」「曖昧さ」 などの
表現に紙扇が関わって くる可能性が推測され
る。
ま と め
このように,人々が生活の中で紙扇を様々
な用途に使用 している様子は,現代の暮 らし
の中ではみることのできない状況である。何
故,こ のように紙扇を常備 していたのかにっ
いては,実用と信仰への対応が紙扇一っで可
能であったことが要因として挙げられるので
はないだろうか。 ここでの実用とは涼むだけ
ではなく,紙扇の扱 い方によって自分の意志
が婉曲に伝え られる利点であり,ここでの信
仰とは神が宿り,人の心を煽 り,災いを防 ぐ
といった紙扇の効果を信 じる心である。その
ような紙扇 の使用方が生活に密着するにした
がって人々は紙扇を手放すことができな くな
り,生活必需品化 し,近代に至るまで愛好 し
続けられたのだと考えられる。そ して,格 式
にとらわれない庶民の紙扇の使用方は多種多
様となり,紙扇 は様々な場面で様々な役割や
意味合いを担う多様性を持ったものになった
と考え られるのである。
図1「扇の骨の隙間から覗き見する」(「鳥獣人物戯画」丙巻)
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